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◇ 2022 年 11 号では，特集「分析科学の SDGs」が掲載されて
います．この読み応えある特集に加えて，奇しくも「とび
ら」，入門講座でも，持続可能な地球／学問世界に関する話題
がテーマとなっています．広義の環境問題に関する意識がま
さに今変わろうとしていることを感じます．

◇環境の変動・変化は時に大いなる試練となって，繰り返し人
類に襲いかかってきました．今日でもそれは人間のちからで
完全に御せるものとは言えないでしょう．制御しよう，克服
しようとするだけではなく，変化・変動に対して柔軟に応じ
ることも，場合によって重要な姿勢ではなかろうかと思わさ
れる昨今です．

◇うどんと言えば，子供の頃の定番は煮込みうどんでした．い
りこ出汁の醤油仕立てで，人参・大根・椎茸・蒟蒻・鶏肉・
かまぼこ・てんぷら・里芋などの具材がひしめくどんぶりの
中に，柔らかくふやけたうどんが顔をのぞかせていたのを懐
かしく思い出します．あ，でも地域の“ごちそう”うどんと
して，ごまだしうどんをお勧めします（地域はご推察くださ
い）！
 〔H. S.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　　

先入観を無くし変化を受け入れる 菅沼こと

〈入門講座〉　地球環境問題へのとびら

大気汚染─小型センサーの基礎と応用─ 

 中山智喜，松見　豊

〈解　　説〉　　

外部標準法定量NMR（EC-qNMR）のすすめ 西﨑雄三

〈ミニファイル〉　衛生と安全　

実験排水・廃液の適正管理 川上貴教

〈話　　題〉　　　　　　

食品中のネオニコチノイド系農薬分析法 中村圭介
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